
 

令和８年度第１回鶴岡市男女共同参画推進懇談会 

 

令和８年７月 28 日（火）13:30～ 

鶴岡市役所 別棟 21 号室    

 

次  第 

 

 １ 開会                        

  

 ２ 挨拶（鶴岡市企画部長）               

  

３ 挨拶（会長）               

 

４ 報告（政策企画課）                   

（１） 令和７年度の主な取組  資料１ 資料２ 

（２） 令和８年度の主な取組  資料３  

 

 ５ 意見交換 

  ・市民意識調査について  資料４       

  ・コミュニティの活性化、ワーク・ライフ・バランスの実現に向け 

た施策の方向性について （資料当日配布） 

 

 ６ その他                       

 

７ 閉会                       



























































 

鶴岡市男女共同参画に関する市民意識調査について 

 

1. 目的 

第３次鶴岡市男女共同参画計画の進捗管理及び施策検討の参考とするため、

市民意識調査を実施する。 

 

2. 実施方針 

・第３次計画の進捗状況を適切に把握するため市民意識調査を毎年度実施 

・地域コミュニティに関する意識把握に向けた設問を追加 

・若年層の地元回帰に関する意識把握に向けた追加調査を実施 

 

①市民意識調査 

 

調査手法 

実施時期 10 月 

対象者 鶴岡市在住者（18 歳以上） 

調査方法 

・Google フォームによるオンライン調査 

・市 HP、市広報及び市公式 LINE において周知 

 

【周知協力】 

・SDGs パートナー企業 

・市内企業（商工課に依頼） 

・自治会（コミュニティ推進課に依頼） 

・女性センター 

調査項目 

・男女共同参画社会に関する意識について 

・DV に関する現状について 

・地域活動に関する意識について 

 

②若年層の地元回帰に関する調査 

 

調査手法 

実施時期 11 月 

対象者 つるおかつながるミ LINE 登録者（約 3,400 人） 

調査方法 

・Google フォームによるオンライン調査 

・市公式 LINE（つるおかつながるミ LINE）において

周知 

調査項目 

・市外へ進学した理由と卒業後の意向 

・市外で就職した理由 

・市外に進学/就職後に鶴岡に戻ってきた要因 

 

資料４ 



鶴岡市男女共同参画に関する市民意識調査

記号

①旧鶴岡市 ②藤島地域 ③羽黒地域 ④櫛引地域 ⑤朝日地域 ⑥温海地域

小学生以下のお子さんの有無

要介護者の有無

各質問については、令和８年10月１日時点の状況をお答えください。

（1）最初に、あなたご自身のことについてお伺いします。次の設問について、当てはまる選択肢に ○ をつけてください。

質問 選択肢

性別

※「③その他」とは、性的少数者を考慮した選択肢で
す。性別は、戸籍上の区分とは別に、ご自身の考えによ
り記入してください。

①男性 ②女性 ③その他

年齢
（令和８年10月1日時点）

①　～19歳 ②20歳～29歳 ③30歳～39歳

④40歳～49歳 ⑤50歳～59歳 ⑥60歳～64歳

⑦65歳～69歳 ⑧70歳以上

現在居住している地区

職業

①自営業 ②会社経営者、役員 ③正規雇用者

④非正規雇用者（パー
ト・アルバイト・派遣等）

⑤公務員 ⑥専業主婦・主夫

⑦無職

①いる ②いない

①いる ②いない

⑧高校生・学生
⑨その他
  （　　　　　　　　　　　　）

配偶者の有無　（事実婚含む）
①配偶者なし（未婚、離

別、死別）
②配偶者あり（同居） ③配偶者あり（別居）

（上記で②を選んだ方へ）　共働き（内職を含む）ですか ①共働きである ②共働きでない
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質問
番号

質問

ア イ ウ エ オ カ

女性が優遇
されている

どちらかといえ
ば女性が優遇
されている

平等
どちらかといえ
ば男性が優遇
されている

男性が優遇
されている

わからない

① 家庭生活 ア イ ウ エ オ カ

②
職場　（家業、
農業等を含む）

ア イ ウ エ オ カ

③ 学校教育の場 ア イ ウ エ オ カ

④ 政治の場 ア イ ウ エ オ カ

⑤
社会活動の場 （PTA
や地域活動など）

ア イ ウ エ オ カ

⑥ 法律や制度の上 ア イ ウ エ オ カ

⑦
社会通念、慣習、
しきたりなど

ア イ ウ エ オ カ

（2）各質問について、当てはまる選択肢に ○ や ☑ 、数字を記入してください。

選択肢

男女共同参画社会について 男女共同参画社会に関する意識について伺います。

1

次にあげる分野で、男女の地位
は平等になっていると思います
か。
あなたのお気持ちに一番近いも
のを選んでください。

※①～⑦それぞれ1つに○
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質問
番号

質問 選択肢

A
（したことも、
されたこと
も）まったくな
い

① ア

② ア

③ ア

④ ア

⑤ ア

⑥ ア

⑦ ア

□

□

□

□

□

□

□

□

□ 　⑨警察

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

DV（ドメスティック・バイオレンス）
について

パートナーからの暴力や性暴力などについて、現状を伺います。

人格を否定するような暴言、
脅迫やおどし、何を言っても
無視するなどの精神的暴力

イ ウ

ウ

イ  を一つ以上選んだ場合は質問2-2へ
なければ質問3-1へ

2-2

上記で「されことがある」と答えた
項目があった方にお伺いします。

そのことについて相談した相手は
いますか。

※当てはまるもの全てに☑

　①友人、知人

B C

2-1

あなたはこれまでに、次のような
ことを「パートナーからされた」ま
たは「パートナーにした」経験があ
りますか。

（補足）
ここでのパートナーには、配偶者のほ
か、婚姻届を出していない事実婚、別居
中の夫婦、元配偶者、恋人、元恋人、そ

の他の親密な関係にある人を含みます。

※①～⑦それぞれで当てはまる
もの全てに○

された経験 した経験

殴る、蹴る、物を投げつける、
突き飛ばすなどの身体的暴
力

イ ウ

友人・親・兄弟姉妹に会わせな
い、外出させない、交友関係・電
話・メールなどを細かくチェックす
るなどの社会的暴力

イ ウ

子どもに悪口を吹き込む、子ども
を取り上げると脅すなど、子ども
を巻き込んだ暴力

イ ウ

生活費を渡さない、借金を強
いるなどの経済的暴力

イ ウ

性的な行為を無理強いする、無
理やりポルノなどを見せる、避妊
に協力しないなどの性的暴力

イ ウ

その他 イ

　②家族、親戚

　③教諭その他学校関係者

　④医師その他医療関係者

　⑤ホットライン等の相談機関

　⑥民間の機関（民間シェルター、NPO、弁護士）

　⑦配偶者暴力相談支援センター（DV相談支援センター）

　⑧市役所

　⑩法務局、人権擁護委員、民生児童委員

　⑤どこ（だれ）にも相談しなかった

　⑦他人に知られると、これまでどおりの付き合い（仕事や学校などの人間関係）
　　ができなくなると思ったから

　⑧そのことについて思い出したくなかったから

　⑨自分にも悪いところがあると思ったから

　⑩相談するほどのことではないと思ったから

　⑪その他

　⑥その他

2-3

上記で、「どこ（だれ）にも相談し
なかった」を選んだ方にお伺いし
ます。

だれ（どこ）にも相談しなかったの
は、なぜですか。

※当てはまるもの全てに☑

　①どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

　②恥ずかしくて誰にも言えなかったから

　③相談しても無駄だと思ったから

　④自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから

　⑤世間体が悪いから

　⑥他人を巻き込みたくなかったから
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質問
番号

質問 選択肢

□

□ 　②いいえ

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

④家族が役員をやっている

⑤その他（　　　　　自由記載　　　　　）

地域活動について 地域活動に対する考え方や活動状況について、現状を伺います。

3-1
広域自治会、町内会等の役員を
担っていますか。

　①はい

3-2
（役員を担っていないと答えた方
へ）
理由は何ですか。

①きっかけがない（頼まれていない）

②関心がない

③時間が取れない

　⑤女性はリーダーとしての経験が不足しているから

　⑥家族の理解や協力が得られないから

　⑦人間関係がわずらわしい、古い慣習があるから

　⑧夜間・休日の会合が多く、女性が出席できないから

　⑨男性が役員になることが慣習となっているから

　⑩広域自治会・町内会等活動に魅力を感じないから

3-3

一般的に広域自治会や町内会等
の役員に女性が少ない状況があ
りますが、その要因は何だと思い
ますか。

※当てはまるものすべてに☑

　①女性が責任のある役割を引き受けたがらないから

　②役員に女性が少なく孤立する不安があるから

　③女性は家事や育児等で忙しいから

　④仕事量や内容が女性には難しいから（力仕事、外部との折衝　等）

　⑪世帯単位での参加となっており、世帯主が会長を引き受けているから

　⑫その他（　　　　　自由記載　　　　　）

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

　④女性役員の割合の数値目標設定

　⑤広域自治会・町内会役員の女性比率に基づいた補助金制度の創設

　⑥女性のリーダーを養成するための講座やセミナーの開催

　⑦女性が地域運営に参画することのメリットや男女共同参画についての勉強会の開催

　⑧他の広域自治会・町内会の好事例の紹介

　⑨男性中心の社会通念や慣習を改めるための啓発活動

3-4

今後、広域自治会・町内会に会
長を含め女性役員を増やすため
には、一般的にどのような取組が
必要だと思いますか。

※当てはまるものすべてに☑

　①広域自治会・町内会業務の見直し

　②運営方法の見直し（役員の負担軽減、参加しやすい活動頻度や時間帯の配慮等）

　③会則、規約に女性役員の登用を明記

　⑩家事分担を進めるための取組

　⑪必要ない

　⑫その他（　　　　　自由記載　　　　　）
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若年層の地元回帰に関する調査

記号

質問
番号

質問

①

②

③

④

⑤

ある
どちらかと
いえばあ

る

わからな
い

どちらかと
いえばな

い
ない

□ □ □ □ □

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

1

家族から離れたい

古い価値観・地域のしがらみ・人間関係が不安

娯楽がない

2
卒業後に鶴岡で就職する意向は
ありますか。

3

鶴岡で就職したくない理由はなん
ですか。

※当てはまるものすべてに☑

希望する仕事（職種）が地元にない

その他（　　　　　自由記載　　　　　）

交通・買い物・医療など生活が不便

希望する進学先が地元になかった

希望する仕事（賃金、待遇）が地元にない

鶴岡での就職を希望している

各質問については、令和８年11月１日時点の状況をお答えください。

（1）最初に、あなたご自身のことについてお伺いします。次の設問について、当てはまる選択肢に ○ をつけてください。

質問 選択肢

性別

※「③その他」とは、性的少数者を考慮した選択
肢です。性別は、戸籍上の区分とは別に、ご自身
の考えにより記入してください。

①男性 ②女性 ③その他

（2）各質問について、当てはまる選択肢に ○ や ☑ 、数字を記入してください。

年齢（令和８年11月１日時点）

①　～19歳 ②20歳～29歳 ③30歳～39歳

属性（令和８年11月１日時点） ①在学中

②市外在住 ③県外在住①市内在住

④40歳～49歳 ⑤50歳～59歳 ⑥60歳～64歳

⑦65歳～69歳 ⑧70歳以上

現在居住している場所

選択肢

市外の進学先を選択した理由は
何ですか。

学力に見合った進学先が地元になかった

進学先の地域に憧れがあった

親元を離れたかった

その他（　　　　　自由記載　　　　　）

②社会人等

若年層の地元回帰について
進学・就職に関わる意識について伺います。
以下の設問については「市外在住」「県外在住」かつ「在学中」の方のみに伺います。
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質問
番号

質問 選択肢

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

進学先の付近だった

その他（　　　　　自由記載　　　　　）

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。

Ｕターンについて
Ｕターンに関わる意識について伺います。
以下の設問については「市内在住」かつ「社会人等」の方のみに伺います。

生まれてからずっと鶴岡市に住んでいる（在住継続）

一度市外に住んだが、鶴岡市に戻ってきた（Ｕターン）

その他（Iターン、移住等）

5-1
居住状況について、あてはまるも
のを選んでください。

4

市外に就職した理由はなんです
か。

※当てはまるものすべてに☑

希望する仕事（職種）が地元にない

希望する仕事（賃金、待遇）が地元にない

交通・買い物・医療など生活が不便

古い価値観・地域のしがらみ・人間関係が不安

娯楽がない

家族から離れたい

若年層の地元回帰について
就職に関わる意識について伺います。
以下の設問については「市外在住」「県外在住」かつ「社会人等」の方のみに伺いま
す。

5-2
（②のＵターンを選んだ方へ）
戻ろうと思ったきっかけはなんで
すか。

結婚・出産・子育て

家族の介護

鶴岡での暮らしのほうが合っていた

実家・家業を継ぐため

もともと「いつかは鶴岡に戻ろう」と決めていた

その他（　　　　　自由記載　　　　　）

希望する仕事が地元にあった

5-3
（②のＵターンを選んだ方へ）
戻ってきた年代はいつですか。

10代

20代

30代

40代以上
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地域コミュニティの活性化に向けた施策の方向性 鶴岡市市民部コミュニティ推進課

人口減少・少子高齢化や
ライフスタイルの多様化により

現状・課題

● 地域活動の担い手不足
● 役員の固定化・なり手不足
● 若い世代の地域活動への関心の低下
● 地域活動の負担感の増加

などが課題となっている。

「第3期鶴岡市地域コミュニティ推進計画」が目指す姿

〔 身近な地域活動に関心を持って 社会全体で協働するまち鶴岡 〕

誰もが気軽に
地域活動に参加できる

環境がある

互いに助け合い、
支え合う関係が
築かれている

地域課題について
皆で話し合い、

解決に向けて取り組む

地域に誇りと愛着を持ち、
ここで暮らしたいと

思える

参加しやすい 支え合う 課題を解決する 郷土愛を育む

➊ ✓ 地域づくり活動への交付金・伴走支援
✓ 地域ビジョン策定・ワークショップ支援

❷
✓ 地域共創コーディネーター養成
✓ 企画運営・事業参加等の世代間交流の推進
✓ 地域づくり講演会の開催

❸

➍

➎

➏

➐

✓ 先進事例等の情報提供
✓ デジタル活用の推進
✓ コミュニティセンターの整備

✓ 小規模な自治組織の運営支援
✓ 相談対応・話し合いの支援

✓ 生活支援コーディネーターの配置
✓ 防災計画策定・防災訓練・研修会等への支援

✓ 生涯学習推進員の配置
✓ 地域特性を活かした活動支援

✓ アドバイザー職員・コミュニティ支援員配置
✓ 計画の進行管理・地域活動のふり返り促進

● 住民主体の地域づくりが進む
● 地域課題の解決力が高まる

● 多様な担い手が育つ
● 地域活動への参加が広がる

● 持続可能な組織運営につながる
● 地域内の連携が強化される

● 小規模地域の活動が維持される
● 地域活動の負担が軽減される

● 互助の仕組みが構築される
● 地域の防災・防犯力が高まる

● 多様な人材の参画が広がる
● 郷土愛や地域への愛着が育つ

● 住民と行政の協働が進む
● 地域運営力が高まる

地域活動への多面的な支援を通じて の実現を推進する。

資料５



今年度の具体的取組

●「若い世代を巻き込み、新たな人材を発掘するヒント」をテーマとした講演会

●町内会⾧、広域コミュニティ組織関係者、地域づくり関係者等85名が参加

●グループワークで意見交換を行い、地域の課題やアイデアを共有

●市内5会場とオンラインのハイブリット開催で、参加しやすい環境を整備

●若者や子育て世代が参加しやすい地域活動のあり方を学ぶ

●鶴岡地域の21の広域コミュニティ組織が行う
地域課題解決に向けた住民主体のまちづくりを補助金により支援

●今年度は2地区（黄金・由良）を採択し、伴走支援を行っている

［黄金地区の取組］
・地域資源を活用したイベントを実施
・若い世代が企画段階から参画し、役割を持って活動できる仕組みを構築
・参加者アンケートを実施し、結果を踏まえて改善検討会議を継続して開催

●地域活動を支える人材育成を目的とした研修支援

●地域共創コーディネーター養成プログラムの受講料の一部を補助

●企画・ファシリテーション・コーディネートの技法を実践的に学ぶ

●広域コミュニティ組織職員1名が受講中

●各地域に141名の生涯学習推進員を配置し、学習・交流事業の企画や運営を支援

●推進員配置を通じて広域コミュニティ組織による地域資源を生かした講座実施を推進

●住民ニーズに対応した誰もが参加しやすい事業の企画・実践に向けた
事例集の作成及び生涯学習推進員・関係職員合同研修会の開催

― 担い手の確保・育成、多様な人材の参画に向けた主な取組―

若者・子育て世代の参加を促進

幅広い世代が企画段階から参画

地域活動を支える人材を育成

参加しやすい学び・交流の場づくり

これらの取組を通じて、若い世代や女性を含む多様な人材が地域活動に参加しやすい環境づくりを支援します

第六学区生涯学習講座
「スライムづくり」

鶴岡市市民部コミュニティ推進課
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